
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1位 「オルタネート」 加藤シゲアキ （新潮社） 

2位 「正欲」 朝井リョウ （新潮社） 

3位 「白鳥とコウモリ」 東野圭吾 （幻冬舎） 

4位 「スモールワールズ」 一穂ミチ （講談社） 

5位 「テスカトリポカ」 佐藤究 （KADOKAWA） 

6位 「リボルバー」 原田マハ （幻冬舎） 

7位 「ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人」 東野圭吾 （光文社） 

8位 「お探し物は図書室まで」 青山美智子 （ポプラ社） 

9位 「犬がいた季節」 伊吹有喜 （双葉社） 

10位 「追憶の烏」 阿部智里 （文藝春秋） 

 

11位 「臨床の砦」 夏川草介 （小学館） 

12位 「エレジーは流れない」 三浦しをん （双葉社） 

13位 「魂手形 三島屋変調百物語七之続」 宮部みゆき （KADOKAWA） 

14位 「ヒトコブラクダ層ぜっと （上・下）」 万城目学 （幻冬舎） 

15位 「元彼の遺言状」 新川帆立 （宝島社） 

16位 「あきない世傳 金と銀 （十）合流篇」 髙田郁 （角川春樹事務所） 

17位 「映画ノベライズ 天外者」 小松江里子 （講談社） 

18位 「羊は安らかに草を食み」 宇佐美まこと （祥伝社） 

19位 「クララとお日さま」 カズオ・イシグロ （早川書房） 

20位 「硝子の塔の殺人」 知念実希人 （実業之日本社） 

 

21位 「滅びの前のシャングリラ」 凪良ゆう （中央公論新社） 

22位 「遠巷説百物語」 京極夏彦 （KADOKAWA） 

23位 「俺と師匠とブルーボーイとストリッパー」 桜木紫乃 （KADOKAWA） 

24位 「小説 8050」 林真理子 （新潮社） 

25位 「兇人邸の殺人」 今村昌弘 （東京創元社） 

26位 「本好きの下剋上 第五部 女神の化身Ⅴ」 香月美夜 （ＴＯブックス） 

27位 「六人の嘘つきな大学生」 浅倉秋成 （KADOKAWA） 

28位 「累々」 松井玲奈 （集英社） 

29位 「三体Ⅲ 死神永生 （上・下）」 劉慈欣 （早川書房） 

30位 「アンと愛情」 坂木司 （光文社） 

 

BOOK OF THE YEAR 2021 

（小説ランキング） 

全国の本好きが選んだ 

「今年いちばん良かった本」ランキング 



 

31位 「ｉｎｖｅｒｔ 城塚翡翠倒叙集」 相沢沙呼 （講談社） 

32位 「琥珀の夏」 辻村深月 （文藝春秋） 

33位 「つまらない住宅地のすべての家」 津村記久子 （双葉社） 

34位 「コロナと潜水服」 奥田英朗 （光文社） 

35位 「死にたがりの君に贈る物語」 綾崎隼 （ポプラ社） 

36位 「きのうのオレンジ」 藤岡陽子 （集英社） 

37位 「八月の銀の雪」 伊与原新 （新潮社） 

38位 「黒牢城」 米澤穂信 （KADOKAWA） 

39位 「オムニバス」 誉田哲也 （光文社） 

40位 「雷神」 道尾秀介 （新潮社） 

 

41位 「魔道祖師 （全４巻）」 墨香銅臭 （フロンティアワークス） 

42位 「これは経費で落ちません！ 経理部の森若さん」 青木祐子 

 （集英社オレンジ文庫） 

43位 「リリアン」 岸政彦 （新潮社） 

44位 「ワンダフル・ライフ」 丸山正樹 （光文社） 

45位 「Ｐｈａｎｔｏｍ」 羽田圭介 （文藝春秋） 

46位 「本心」 平野啓一郎 （文藝春秋） 

47位 「春夏秋冬 代行者 春の舞 （上・下）」 暁佳奈 （電撃文庫） 

48位 「彼らは世界に はなればなれに立っている」 太田愛  

（KADOKAWA） 

49位 「夜明けのすべて」 瀬尾まいこ （水鈴社） 

50位 「わたしの幸せな結婚 ５巻」 顎木あくみ （富士見Ｌ文庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立図書館で購読している本の情報誌です。 

 

■ 「ダ・ヴィンチ」  （月刊／メディアファクトリー） 

話題の本とコミックを紹介する書籍情報誌。 

 

■ 「本の雑誌」  （月刊／本の雑誌社） 

エンタテインメンな視点の書評、特集が満載。 

 

■ 「MOE」  （月刊／白泉社） 

絵本のある暮らしを提案する雑誌。この雑誌から数々の人気絵本が誕生し

ています。 

 

■ 「この本読んで！」  （季刊／出版文化産業振興財団） 

絵本と読み聞かせの情報を発信。 

 

■ 「日本児童文学」  （隔月／日本児童文学者協会） 

児童文学の代表的な雑誌として戦後の児童文学をリード。 

「BOOK OF THE YEAR」は、本とコミック

の情報誌『ダ・ヴィンチ』が毎年末に行っています。 

単なる売上ランキングとは異なり、書評家、アンケ

ート会員、読書メーターユーザー、全国の書店員な

どが実際に読んだ本の中から厳選し、「心に残った

本」として投票した結果が反映されています。 


